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【問合せ】 多度津町　総務課　財政係　☎３３－１１１０（内線２０２）
多度津町ホームページ　http://www.town.tadotsu.kagawa.jp/

平成２6年度決算における財政健全化判断比率について

【多度津町の算定状況（平成２６年度）】

【多度津町の算定結果分析】

●健全化判断比率

●早期健全化基準・・・・

●財政再生基準・・・・・

●資金不足比率・・・・・

●経営健全化基準・・・・

判　断　指　標
平成２５年度 平成２６年度

多度津町 多度津町 早期健全化基準 財政再生基準
①実質赤字比率 － － 　１４．６９％ ２０．００％
②連結実質赤字比率 － － 　１９．６９％ ３０．００％
③実質公債費比率 　１１．７　％ 　　 9．７　％ 　２５．０　％ ３５．０　％
④将来負担比率 １０８．５　％ １２３．3　％ ３５０．０　％
資金不足比率 － － 経営健全化基準 ２０．０％

『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』が平成１９年６月に制定され、毎年度決算時に財政の健全化判
断比率および資金不足比率を算定することが義務付けられました。

　平成２６年度の財政の健全化判断比率および資金不足比率は、早期健全
化基準および財政再生基準をすべて下回っており、財政健全化法上では、
多度津町の財政状況は健全段階であるという結果になりました。
　しかし、これまでの公債費負担の状況や土地開発公社の負債などを勘案
しますと、県内の他市町と比べて高い比率になっていると思われます。
　今後も、借入金額の抑制や繰上償還の実施など、少しずつですが将来負
担の軽減を図るように取り組んでまいります。

①実質赤字比率・・・・・

②連結実質赤字比率・・・

③実質公債費比率・・・・

④将来負担比率・・・・・

一般会計の赤字の程度を示す指標です。
黒字の場合は算定されず「－」で表されます。
自治体全体の会計（一般・特別・公営企業会計）の赤字の程度を示す指標です。
黒字の場合は算定されず「－」で表されます。
自治体全体の会計と一部事務組合なども含めた借入金の返済額が、標準的な収
入に対して、どの程度になるかを示す指標です。
自治体全体の会計・一部事務組合など・出資法人なども含めた借入金の残高が、
標準的な収入に対して、どの程度になるかを示す指標です。

健全化判断比率①～④のうち、１つでも早期健全化基準を超える指標があれば、
「財政健全化計画」を策定し、自治体自身の努力で財政健全化を図らなければな
りません。

健全化判断比率①～③のうち、１つでも財政再生基準を超える指標があれば、「財
政再生計画」を策定し、国の関与を受けつつ財政再生を図らなければなりません。

公営企業会計（水道・下水道事業など）の資金不足が、事業規模に対してどの
程度になるかを示す指標です。
資金が不足していない場合は算定されず「－」で表されます。

資金不足比率が経営健全化基準を超えた場合は、「経営健全化計画」を策定し、
経営の健全化を図らなければなりません。

町ホームページにも、
詳細を掲載しています
のでご覧ください。
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科　　　目 決　算　額 町民１人当たり
町　　　税 31 億 7,342 万円 13 万 8,565 円
地方交付税 15 億 2,505 万円 6 万 6,590 円

国・県支出金 17 億 5,741 万円 7 万 6,736 円
譲与税・交付金  3 億 9,841 万円 1 万 7,396 円

町　　　債 25 億 7,308 万円 11 万 2,352 円
使用料・手数料  1 億 7,805 万円 7,774 円

諸　収　入  1 億 7,688 万円 7,723 円
そ　の　他  14 億 3,214 万円 6 万 2,533 円
合　　　計 112 億 1,443 万円 48 万 9,671 円

科　　　目 決　算　額 町民１人当たり
民　生　費 27 億 1,322 万円 11 万 8,471 円
土　木　費 9 億 1,253 万円 3 万 9,845 円
公　債　費 9 億 6,496 万円 4 万 2,134 円
総　務　費  13 億 2,002 万円 5 万 7,638 円
衛　生　費  5 億 9,998 万円 2 万 6,198 円
教　育　費 27 億 5,000 万円 12 万 　 77 円
消　防　費  9 億 9,033 万円 4 万 3,242 円

農林水産業費  2 億 　 24 万円 8,743 円
そ　の　他  2 億 2,585 万円 9,862 円
合　　　計 106 億 7,713 万円 46 万 6,209 円

【歳　入】　

■一般会計　

■公有財産

■特別会計　

■公営企業会計

■地方債残高　

【歳　出】　

　
平
成
26
年
度
の
各
会
計
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
を
は
じ
め
、
国
か
ら
の
交
付
金
・
支
出
金
な
ど
の
歳
入

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、「
お
金
の
使
い
道
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
は
、
歳
入
決
算
額
が
約
112
億
１
，
４
４
３
万
円
、

　
　
　
　
　
　
歳
出
決
算
額
が
約
106
億
７
，
７
１
３
万
円
、

前
年
度
比
は
、
歳
入
が
約
23
億
６
，
２
０
２
万
円
（
26
．
７
％
）
の
増
額
、

　
　
　
　
　
　
歳
出
が
約
26
億
４
，
１
４
７
万
円
（
32
．
９
％
）
の
増
額
、

歳
入
歳
出
差
引
に
よ
る
形
式
収
支
は
、
約
５
億
３
，
７
３
１
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

※
常
住
人
口　
２
２
，
９
０
２
人
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

※
四
捨
五
入
に
よ
り
、
合
計
値
は
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
多
度
津
町
決
算
状
況

土　　地 73 万 7,180.74㎡
建　　物 9 万   329.74㎡

出資による権利 3 億 7,142 万円
動　　産 フェリー接岸施設
基　　金 20 億 3,039 万円

一般会計 108 億    610 万円
公共下水道会計 83 億 3,473 万円
上水道事業会計 32 億 7,872 万円

合　　計 224 億 1,955 万円

会　計　名 歳　　入
歳　　出

町民１人当たり
国民健康保険 29 億 5,190 万円 27 億 2,536 万円 11 万 9,001 円

国民健康保険直営診療所 2,495 万円 2,313 万円 1,010 円
公共下水道 8 億 6,905 万円 8 億 6,604 万円 3 万 7,815 円
介護保険 20 億 5,978 万円 20 億 3,581 万円 8 万 8,892 円

後期高齢者医療  3 億 2,903 万円  3 億 2,331 万円 1 万 4,117 円

会　計　名 収益的収入
収益的支出

資本的収入
資本的支出

町民１人当たり 町民１人当たり
上水道事業 7 億 6,197 万円 6 億 8,252 万円 2 万 9,802 円 1 億 4,129 万円 3 億 7,766 万円 1 万 6,490 円
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■
老
人
ク
ラ
ブ
11
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
17
日
㈫

　

行
事
＝
県
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

　

場
所
＝
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

②
日
時
＝
27
日
㈮
／
13
時
30
分

　

行
事
＝
町
老
連
理
事
会

　

場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
12
日
㈭
／
10
時

　

行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　

場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

■
桃
陵
大
学
11
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
27
日
㈮
／
10
時

　

行
事
＝
健
康
教
室

　

場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー　

４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
19
日
㈭
／
９
時
30
分

　

行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

（
伝
承
遊
び
）

　

場
所
＝
多
度
津
幼
稚
園

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
15
日
㈰

　

行
事
＝
文
化
祭
へ
参
加

　

場
所
＝
豊
原
小
学
校
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
15
日
㈰

　

行
事
＝
文
化
祭
へ
参
加

　

場
所
＝
四
箇
小
学
校
体
育
館
他

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
８
日
㈰

　

行
事
＝
文
化
祭
へ
参
加

　

場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
館
他

②
日
時
＝
12
日
㈭
／
９
時
30
分

　

行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
（
玉
ね
ぎ
の
苗
植
え
）

　

場
所
＝
白
方
幼
稚
園

③
日
時
＝
14
日
㈯
／
９
時

　

行
事
＝
小
学
校
と
世
代
交
流

　

場
所
＝
白
方
小
学
校

■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

11
月
行
事

２
日
㈪
あ
ん
ま
／
13
時

６
日
㈮
体
い
き
い
き
健
康
体
操

／
10
時
30
分

10
日
㈫
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

／
11
時
30
分

10
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

11
日
㈬
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

12
日
㈭
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操 

／
10
時
30
分

　
　
　

健
康
相
談
・
指
圧
／
13
時

13
日
㈮
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

16
日
㈪
紅
葉
狩
り
／
９
時　
　
　

17
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

18
日
㈬
め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

／
９
時
30
分

　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

／
10
時
30
分

　
　
　

愛
光
保
育
園
児
来
館

／
13
時
30
分

19
日
㈭
ハ
ン
ド
ケ
ア
／
12
時
30
分

20
日
㈮
体
い
き
い
き
健
康
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　

あ
ん
ま
／
13
時

24
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

25
日
㈬
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　

和
紙
ち
ぎ
り
絵
／
10
時
30
分

26
日
㈭
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　

／
10
時
30
分

27
日
㈮
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　

お
話
し
会
／
13
時
15
分

30
日
㈪
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー

／
13
時
30
分

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　

４
日
㈬
・
10
日
㈫
・
18
日
㈬
・

　

24
日
㈫

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32-

８
５
０
１

■
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ
催
し
物
案
内

●
11
月
１
日
㈰

　
街
角
コ
ン
サ
ー
ト

　『
音
楽
の
つ
ど
い
』

　

開
場
８
時
30
分 

開
演
８
時
45
分

●
11
月
３
日
㈫

　
街
角
コ
ン
サ
ー
ト

　『
仲
善
地
区
中
高
合
同
演
奏
会
』

　

開
場
13
時
30
分 

開
演
14
時
00
分

●
11
月
７
日
㈯

　
禅
林
学
園
少
林
寺
拳
法
演
武
祭

　

開
場
９
時
30
分 

開
演
10
時
00
分

●
11
月
15
日
㈰

　
ピ
ア
ノ
発
表
会

　

開
場
12
時
30
分 

開
演
13
時
00
分

●
11
月
21
日
㈯

　
宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館

　
～
想
い
出
の
ス
ク
リ
ー
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
～

　

開
場
17
時
30
分 

開
演
18
時
00
分

●
11
月
23
日
㈪

　
ピ
ア
ノ
発
表
会

　

開
場
12
時
30
分 

開
演
13
時
00
分

●
11
月
29
日
㈰

　
カ
ン
ド
ン
ベ
・
デ
・
ウ
ル
グ
ア
イ

　

開
場
13
時
30
分 

開
演
14
時
00
分

★
文
化
事
業
チ
ケ
ッ
ト
情
報
★

●
11
月
21
日
㈯

　
宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館

　
～
想
い
出
の
ス
ク
リ
ー
ン

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
～

　

開
場
17
時
30
分 

開
演
18
時
00
分

　

一　

般　
　
　

２
，
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
，
５
０
０
円

　

当
日
券　
　
　

各
５
０
０
円
増

（
全
席
指
定
・
税
込
）

※
宝
く
じ
の
助
成

　

に
よ
り
特
別
料

　

金
と
な
っ
て
い

　

ま
す
。

●
11
月
29
日
㈰

　
カ
ン
ド
ン
ベ
・
デ
・
ウ
ル
グ
ア
イ

　

開
場
13
時
30
分 

開
演
14
時
00
分

　

一　

般　
　
　

３
，
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
，
０
０
０
円

　

当
日
券　
　
　

各
３
０
０
円
増

　
　
　
　
（
全
席
自
由
・
税
込
）

文 

化 

教 

養

文化教養・スポーツ
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●
12
月
６
日
㈰

　
広
瀬
香
美
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ

　
ン
サ
ー
ト
「
香
美
別
邸
２
０
１
５
」

　

開
場
15
時
00
分 

開
演
15
時
30
分

　

一　

般　
　
　

６
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
全
席
指
定
・
税
込
）

●
平
成
28
年
２
月
13
日
㈯

　
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
人
間
に
な
り
た
が
っ
た
猫
』

　

開
場
17
時
30
分 

開
演
18
時
00
分

　

Ｓ　

席　
　
　

４
，
３
２
０
円

　

Ａ　

席　
　
　

３
，
２
４
０
円

　
　
　
　
（
全
席
指
定
・
税
込
）

　

▽
発
売
日
＝
友
の
会 

11
月
８
日

　
　
　
　
　
　

一　

般 

11
月
14
日

●
平
成
28
年
２
月
15
日
㈪

　
綾
小
路
き
み
ま
ろ

　「
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ
」

　

開
場
13
時
00
分 

開
演
14
時
00
分

　

Ｓ　

席　
　
　

５
，
５
０
０
円

（
全
席
指
定
・
税
込
）

　

※
18
歳
未
満
は
入
場
不
可
。

　

▽
発
売
日
＝
友
の
会 

11
月
22
日

　
　
　
　
　
　

一　

般 

11
月
28
日

【
問
合
せ
】

　

サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ

☎
33-

３
３
３
０

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
桃
陵
彫

　

場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

　

期
間
＝
11
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪

／
８
時
30
分
～
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
『
ひ
だ
ま
り
』
11
月
講
習

●
17
日
㈫
／
10
時
～
11
時
30
分

　『
色
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
』

　

▽
講
師
＝
浅
野　

理
恵
先
生

【
問
合
せ
】

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
33-

４
７
５
５

　

た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33-

４
７
６
０

■
た
ど
つ
俳
壇
（
第
70
回
）

小
西
と
し
じ
　
選

【
第
一
席
】

会
釈
し
て
足
軽
や
か
に
夏
遍
路

元　

町　
　
　

山
田　

信
子

〔
評
〕
四
国
巡
礼
の
遍
路
の
方
々

は
春
の
み
と
は
限
ら
な
い
。
暑

い
盛
り
を
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
巡
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
沢
山

居
ら
れ
る
。
冷
房
の
利
い
た
車

だ
け
で
無
く
山
ま
た
山
、
谷
ま

た
谷
を
徒
歩
で
越
え
歩
く
人
々

の
軽
や
か
な
脚
ど
り
。
す
れ
違

う
人
々
へ
の
会
釈
も
ま
こ
と
に

爽
や
か
。

【
第
二
席
】

盆
帰
省
送
り
迎
へ
の
エ
ア
ポ
ー
ト

庄　
　
　
　

森
宗　

一
忠

〔
評
〕
生
家
を
離
れ
暮
ら
す
家
族

が
帰
っ
て
来
る
の
は
正
月
か
お

盆
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
。
孫
も
増
え

大
勢
の
帰
省
を
迎
え
る
楽
し
さ
。

生
家
に
着
く
ま
で
待
っ
て
居
れ

ず
飛
行
場
ま
で
迎
え
に
行
く
。

無
事
に
盆
の
行
事
を
終
え
帰
る

時
も
、
孫
を
抱
き
飛
行
場
ま
で

同
行
し
飛
行
機
の
消
え
る
ま
で

見
送
る
。

【
第
三
席
】

ひ
と
し
ほ
や
七
十
年
の
苧
殻
焚
く

元　

町　
　
　

岡
部　

富
雄

〔
評
〕
盂
蘭
盆
会
の
初
日
の
夕
方
、

還
ら
れ
る
御
先
祖
の
霊
を
お
迎

え
す
る
火
、
門
前
に
苧
殻
を
焚

く
。
数
々
の
思
い
出
が
走
馬
灯

の
様
に
脳
裏
を
駆
け
め
ぐ
る
。

殊
に
戦
後
七
十
年
と
も
な
れ
ば
、

そ
の
感
慨
は
ひ
と
し
お
で
あ
ろ

う
。
盆
行
事
を
終
え
る
と
送
り

火
を
焚
い
て
名
残
惜
し
い
諸
霊

を
見
送
る
。

【
佳
　
作
】

炎
昼
の
木
影
小
さ
く
鎮
ま
れ
る

東
白
方　
　
　

村
井
た
く
み

【
佳
　
作
】

青
柿
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
は
じ
け

さ
う

東
新
町　
　
　

塩
野
て
る
み

■
次
回
た
ど
つ
俳
壇

第
71
回
俳
句
作
品
募
集

▽
題
名
＝
当
季
雑
詠

▽
選
者
＝
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人

小
西
と
し
じ
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作

品
（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を

楷
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所

③
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
12
月
14
日
㈪
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）】

　

多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　
（
〒
７
６
４-

０
０
１
１

　

  
多
度
津
町
栄
町
３-

１-

９
）

☎
33-

０
７
６
０

亀代愛華さん（四箇小学校）が、２年連続で全国大会に出場！
　体操競技の四国ブロック予選で第３位の成績を収め、１１月に静岡県
で開催される全国大会に出場を決めた亀代愛華さん（多度津体操クラブ
／四箇小学校６年）が、大会に向けての抱負などを話してくれました。
　２年連続で全国大会の大舞台に立つ亀代さんに、丸尾町長から「体調
管理に気をつけて、悔いの残らない演技をしてきてください。自信を持っ
て頑張れば、道は必ずひらけます。」とエールが贈られました。

文化教養・スポーツ
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■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
29
回
四
国
少
年
少
女
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
（
９
月
13
日

／
多
度
津
高
校
体
育
館
）

▽
年
長
の
部

　
【
20
㎏
級
】

　
　

３
位
＝
洲
賀
崎　

湊

▽
小
学
１・２
年
の
部

　
【
20
㎏
級
】

　
　

３
位
＝
中
田　

麻
貴

　
【
24
㎏
級
】

　
　

３
位
＝
岡　
　

大
陽

　
【
28
㎏
級
】

　
　

３
位
＝
田
谷　

悠
樹

　
【
＋
30
㎏
級
】

　
　

３
位
＝
内
田　

翔
大

▽
小
学
３・４
年
の
部

　
【
24
㎏
級
】

　
　

３
位
＝
中
田　

基
晴

　
【
36
㎏
級
】

　
　

１
位
＝
岡　
　

大
和

▽
小
学
５・６
年
の
部

　
【
29
㎏
級
】

　
　

３
位
＝
守
屋　

耕
平

　
【
44
㎏
級
】

　
　

３
位
＝
髙
嶋　

章
人

　
【
＋
54
㎏
級
】

　
　

１
位
＝
岡　
　

大
智

▽
小
学
５・６
年
女
子
の
部

　
【
36
㎏
級
】

　
　

３
位
＝
岩
井　

心
香

　
　
　
　
　

髙
比
良　

繕

　
【
48
㎏
級
】

　
　

１
位
＝
森　

こ
の
か　

▽
中
学
生
の
部

　
【
47
㎏
級
】

　
　

１
位
＝
山
根　

典
哲

　
　

２
位
＝
岡　
　

大
翔

　
【
53
㎏
級
】

　
　

２
位
＝
髙
嶋　

悠
人

　
　

３
位
＝
神
原　
　

諒

　
【
66
㎏
級
】

　
　

１
位
＝
田
中　

勝
大

　
　

２
位
＝
神
原　

弘
渡

▲団体戦　第５位▲敢闘賞　岡 大和

◇ ニュースポーツ大会にて桃陵大学生が汗を流す！ ◇
　９月２５日、桃陵大学中央講座のニュースポーツ
大会が町民体育館で開催され、６４名の桃陵大学生
が「ペタンク」「シャフルボード」で競いました。

【シャフルボードの部】
優　勝　藤原　英熈／高島　紀彦（白方）
準優勝　薮内　　昭／田村　　章（四箇）

【ペタンクの部】
優　勝　遠藤　民子／大西　清子／小野　貢（四箇）
準優勝　和泉　光晴／間宮　保／太田　良幸（豊原）

日本一のため池・満濃池、善通寺、金
刀比羅宮など全国に知られる名所をめ
ぐり、自然が溢れる風光明媚な讃岐路
をみんなで歩きましょう！

　会場は国営讃岐まんのう公園で、参加費は大人 2,000 円、中学生以下 1,500 円（当日はそれぞれ＋ 500 円）。  
小学生以下は保護者の同伴が必要です。申込み締切は 11/16 日、問合せは同実行委員会事務局（☎ 79-1700）。

コース 出発時間

５
日

10㎞：まんのう公園ウオーキングステーション 10㎞コース（団体歩行） 9：00
25㎞：まんのう公園→満濃池畔→金刀比羅宮→まんのう公園 8：40
35㎞：まんのう公園→満濃池畔→金刀比羅宮→善通寺→まんのう公園 8：30

６
日

15㎞：まんのう公園→満濃池畔→ほたる見公園→春光寺→まんのう公園 9：00
20㎞：まんのう公園→満濃池畔→ほたる見公園→春光寺→塩入温泉→土器川沈下橋→まんのう公園 8：40
30㎞：まんのう公園→満濃池畔→塩入温泉→天川神社→地下清橋→土器川沈下橋→まんのう公園 8：30

12/5,6
  開催！

第５回 満濃池 空海 こんぴら
しあわせツーデーウオーク

文化教養・スポーツ

ス
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ツ
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■
『
小
さ
な
親
切
』
作
文
紹
介

●『
た
く
さ
ん
の
親
切
を
受
け
て
』

　
社
会
福
祉
法
人
多
度
津
福
祉
会

理
事
長
　
奥
田
　
潔

　

今
夏
も
、「
小
さ
な
親
切
」
運

動
多
度
津
町
支
部
（
代
表
・
金
子

正
仁
氏
）
の
慰
問
を
頂
く
。

「
今
日
は
、
白
方
ぶ
ど
う
を
持
っ

て
き
ま
し
た
。
朝
ど
れ
の
新
鮮

な
も
の
で
す
。
今
年
の
ぶ
ど
う

も
甘
く
て
上
出
来
で
す
。
皆
さ

ん
で
食
べ
て
く
だ
さ
い
。」

「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
や
！
美
味
し
そ
う

や
な
あ
ー
」

　

ご
利
用
者
は
、
季
節
を
感
じ
る

地
元
の
特
産
品
を
目
の
当
た
り
に

し
て
大
変
喜
ば
れ
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桃
陵
苑

で
は
、
保
育
所
の
園
児
を
は
じ
め

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
の
多
数

の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
親
切
を

頂
い
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
手
作
り
お
や
つ
、

日
用
品
、
喫
茶
の
開
催
、
生
花
教

室
、
書
道
教
室
、
演
芸
、
語
り
べ

の
慰
問
、
盆
踊
り
大
会
な
ど
の
当

苑
事
業
へ
の
実
施
協
力
、
ま
た
、

秋
祭
り
に
は
、
お
神
輿
や
獅
子
組

の
巡
行
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
草
刈
り
や
窓
拭
き
、

お
む
つ
た
た
み
等
の
作
業
奉
仕
に

わ
た
り
、
広
範
で
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。
大
変
あ
り
が
た
く
感
謝

に
堪
え
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
労
を
惜
し

ま
ぬ
尊
い
ご
奉
仕
に
触
れ
、
福
祉

施
設
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
改
め

て
福
祉
の
原
点
を
教
え
ら
れ
る
思

い
で
あ
る
。

　

当
法
人
で
は
、
古
く
な
っ
た
建

物
を
取
り
壊
し
、
増
改
築
工
事
を

進
め
て
い
る
。
新
施
設
は
既
に
一

部
運
用
を
開
始
し
て
い
る
が
、
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
導
入
し
て
、

ご
利
用
者
に
は
風
光
明
媚
な
瀬
戸

内
海
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と

過
ご
し
て
頂
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
海
に
近
い
こ
と
か
ら
防

災
面
に
配
慮
し
て
お
り
、
災
害
時

に
は
地
域
の
福
祉
避
難
場
所
と
し

て
機
能
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
施
設
に
地
域
交
流
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
福

祉
の
活
動
に
開
放
し
、
地
域
と
の

共
生
を
意
識
し
て
運
営
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
皆
様
か

ら
受
け
る
親
切
に
報
い
る
十
分
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
親
切

の
受
け
手
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
自
問
自
答
の
日
々
で
あ

る
。

　

親
切
は
一
方
通
行
で
は
な
く
、

双
方
向
で
な
け
れ
ば
世
の
中
よ
く

な
ら
な
い
と
思
う
。

　

今
後
、
当
法
人
と
し
て
は
施
設

内
に
留
ま
ら
ず
地
域
の
会
合
等
に

積
極
的
に
参
加
し
、
老
人
介
護
の

専
門
性
を
生
か
し
、
地
域
の
互
助

や
共
助
の
活
動
と
連
携
し
て
、
制

度
の
狭
間
で
困
っ
て
い
る
人
な
ど

に
寄
り
添
い
支
援
す
る
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
の
一
端
を
担
い
、

地
域
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
善
　
意
（
９
月
分
）
敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム『

桃
陵
苑
』

多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

Ｊ
Ａ
あ
ゆ
み
の
会
、
ひ
ま
わ
り

の
会
、
多
度
津
町
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、
す
い
せ

ん
の
会
、
多
度
津
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
多
度
津
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
山
崎
生

花
店
、
多
度
津
理
容
組
合
、
多

度
津
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

西
村　

一
夫
（
山　

階
）

や
ま
し
な
会
（
幹
事
・
亀
山
月

美
）

■
平
成
27
年
度『
環
境
標
語
』

　
小
・
中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
四
箇
小
学
校
】

使
っ
て
る
　
一
つ
で
い
い
物

買
わ
な
い
よ

４
年　

大
原　

史
也

油
も
の
　
ふ
き
と
っ
て
か
ら

洗
お
う
よ

４
年　

長
﨑　

由
侑

環
境
を
　
自
分
で
　
進
ん
で

変
え
て
い
こ
う５

年　

山
下　

美
幸

電
源
オ
フ
　
小
さ
な
積
み
重
ね

大
切
だ

５
年　

丹
下
な
つ
み

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
は
、

　

選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

■
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女
性

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解

決
に
む
け
た
取
組
み
を
強
化
す
る

た
め
に
強
化
週
間
を
設
け
、
電
話

相
談
時
間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、

休
日
も
実
施
し
ま
す
。

▽
期
間
＝
11
月
16
日
～
22
日

　
　
　
　

８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時

▽
電
話
番
号
＝

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

　
（
全
国
共
通
・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
問
合
せ
】

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
一
課

☎
０
８
７-

８
１
５-

５
３
１
１

親切・人権
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● 私たちも参加しました♪ 本格的な演劇に感動！ ● 「ＡＲＴ ＳＥＴＯＵＣＨＩ ２０１５ 秋」開催
　９月７日、多度津小学校で「東京演劇集団 風」によ
る「肝っ玉おっ母とその子供たち」の公演が行われま
した。これは文化庁の文化芸術による子どもの育成事
業の一環で、全国の小中学校を巡回公演しているもの
です。
　物語は戦争が続く１７世紀のヨーロッパが舞台で、
小さなほろ車に積んだ品物を売りながら、３人の子ど
もと共にたくましく生きる母親の姿を描いたものです。
　迫力のある演劇の世界が間近で繰り広げられる中、
児童は事前のワークショップで劇団員から教わった歌
を、出演者と一緒に披露しました。公演後、「今の時代
は戦争をしていないけど、戦争は二度としてはいけな
いと思いました。」と感想を述べました。

　９月２２日、高見島において、「ＡＲＴ ＳＥＴＯＵ
ＣＨＩ ２０１５ 秋」（瀬戸内国際芸術祭実行委員会主
催）が開催されました。
　このイベントは、３年に１回開催される瀬戸内国際芸
術祭（次回２０１６年開催）に向けて、賑わいを継続させ、
機運を高めるもので、前回からの継続作品である「うつ
りかわりの家」を無料公開するほか、「海のテラス」は
休憩所として開放され、飲み物やケーキが販売されまし
た。また、高見島の海岸を舞台に、香川県初上陸となる
ハイパーパフォーマンスグループ「ＭｕＤＡ（ムーダ）」
による「衝突運動ワークショップ」も開催され、来場者
はパフォーマンスを鑑賞するとともにワークショップに
も参加して、大型連休の休日を楽しんでいました。

● 「敬老の日」記念行事
　丸尾町長と志村議長が９月２日・４日に、町内の８８歳を迎える方１４９名と、９９歳以上になる方３６名を対
象に、自宅や施設などを訪問して長寿をお祝いしました。
　また、老人健康施設「湯楽里」では、町内の６０歳以上の方を対象に、９月９日～１２日を無料開館し、詩吟・
琴演奏などの芸能発表や食事の接待などが行われました。

まちかどズーム
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　９月１２日、白方幼稚園でキャンプファイヤーが行
われ、園児たちは輪投げをしたり、カレーを食べたり
して、夕暮れの幼稚園を友だちや保護者と楽しく過ご
しました。
　キャンプファイヤーでは、みんなで手をつないで輪
になり、歌をうたいながらダンスを踊りました。最後に、
暗くなった夜空に次々と打ち上げられる花火を見上げ
ながら、またひとつ楽しい幼稚園での思い出を心に刻
みました。

　ふるさとの風景や町並みなどの魅力を写真で伝える
「第１３回民家の甲子園全国大会」が８月に高知県で開
催され、多度津高校写真部の皆さんが、最高の賞であ
る「民家大賞」を受賞されました。
　写真部の皆さんは喜ばしい受賞の報告とともに、「自
分がイメージしたものと、出来上がった写真の出来映
えがあわず、撮り方に悩むこともありました。」など、
撮影時に苦労した点やテクニックなども話してくれま
した。

● 白方幼稚園で「キャンプファイヤー」 ● 多度津高校写真部　「民家大賞」を受賞！

● 豊原保育所で運動会● 秋の大運動会！ ● 高見島・佐柳島 合同運動会
　待ちに待った運動会。友だちと仲
良しきょうだいとみんなで力を合わ
せ、体操・遊戯・親子競技などに参
加しました。
　丸尾町長・田尾教育長をはじめ、
来賓の皆様・家族や地域の人たちの
応援を受けながら、フィナーレでは、
園庭いっぱいに笑顔の花が咲きまし
た。この運動会を通して、子どもた
ちはまたひとつ大きくなりました。

　多度津幼稚園と豊原幼稚園で、秋
の大運動会が行われました。
　園児たちは、リレーや綱引き、
玉入れなどの競技を行うほか、一
生懸命練習してきたダンスも披露
しました。
　また、保護者や地域の方々は、そ
のひたむきで微笑ましい姿に声援を
送るともに、一緒に参加する種目で
は力を合わせて汗を流していました。

　９月１２日、高見島・佐柳島の合
同運動会が、高見島研修センターグ
ランドで開催されました。
　住民の方々をはじめ、この日を楽し
みに里帰りしてきたご家族、運動会を
盛り上げようと参加されたボランティ
ア団体や学生の皆さん。美しい景色を
堪能し、温かい人の心に触れ、誰より
も一番いい笑顔を見せることが、この
運動会のプログラムだと感じます。

まちかどズーム
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《
叙
　
勲
》

■
高
齢
者
叙
勲

　

10
月
１
日
付
で『
高
齢
者
叙
勲
』

が
発
令
さ
れ
、
本
町
か
ら
次
の
方

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

【
旭
日
単
光
章
】

▽
宮
武
　
壽
夫
　
氏

（
山
階
／
元
多
度
津
町
議
）

《
お
知
ら
せ
》

■
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

　
申
請
及
び
電
子
証
明
書
の

　
発
行
終
了
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に

伴
い
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
以

下
、
住
基
カ
ー
ド
）
の
申
請
及
び

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
住
基
カ
ー
ド
を
使
用
し
た
電
子

証
明
書
の
発
行
手
続
き
は
、
平
成

27
年
12
月
22
日
㈫
17
時
を
も
っ
て

終
了
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
以
降
、
住
基
カ
ー
ド
を
使

用
し
て
の
電
子
証
明
書
に
つ
い
て

発
行
・
更
新
・
失
効
手
続
き
は
行

え
な
く
な
り
、
平
成
28
年
１
月
以

降
に
交
付
さ
れ
る
「
個
人
番
号
カ

ー
ド
」
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
を
控
え
て

い
る
時
期
に
有
効
期
限
の
満
了
を

迎
え
る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
お
持
ち
の
住
基

カ
ー
ド
や
公
的
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

電
子
証
明
書
は
、
有
効
期
限
満
了

日
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
住
民
課☎

33-

４
４
８
０

■
平
成
28
年
度
児
童
館

　
使
用
申
込
み
受
付
に
つ
い
て

　

各
地
区
児
童
館
の
平
成
28
年
度

使
用
申
込
み
を
、
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

▽
資
格
＝

小
学
校
新
１
年
生
か
ら
小
学

校
新
３
年
生
ま
で
の
児
童
で
、

下
校
時
に
家
庭
等
で
監
護
す

る
保
護
者
が
い
な
い
か
、
同

一
住
所
地
に
祖
父
母
が
い
な

い
世
帯
（
祖
父
母
が
い
る
世

帯
は
理
由
書
の
提
出
が
必

要
）

▽
定
員
＝
各
児
童
館
40
名
程
度

▽
使
用
時
間（
予
定
）
＝

　
　

月
～
金
曜
日
の
下
校
後
～

18
時
15
分
ま
で

※
春
休
み
等
の
長
期
休
業
期
間

中
、
月
～
金
曜
日
お
よ
び
土

曜
日
の
８
時
30
分
～
18
時
15

分
ま
で
。
な
お
、
土
曜
日
は

休
業
前
に
要
相
談
。

▽
受
付
期
間
＝

　
　

11
月
４
日
㈬
～
11
月
20
日
㈮

▽
申
込
方
法
・
申
込
み
先
＝

必
要
書
類
に
所
定
事
項
を
記

入
の
う
え
、
町
福
祉
保
健
課

福
祉
係
ま
た
は
各
児
童
館
へ

提
出
。（
書
類
は
福
祉
保
健
課

お
よ
び
児
童
館
に
あ
り
ま
す
）

▽
決
定
通
知
＝

　
　

平
成
28
年
２
月
中
旬
予
定

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
福
祉
保
健
課

☎
33-

４
４
８
８

■
多
文
化
共
生
講
演
会
の
開
催

　

外
国
の
文
化
や
習
慣
、
国
際
情

勢
等
の
理
解
を
深
め
て
、
お
互
い

の
文
化
や
習
慣
を
尊
重
す
る
多
文

化
共
生
の
意
識
啓
発
を
行
う
た
め

に
、
多
文
化
共
生
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
11
月
15
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
11
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー　

４
階

▽
講
師
＝
香
川
県
国
際
交
流
員

　
　
　

ハ
ナ
コ 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

ス
ズ
キ

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
国
際
交
流
協
会

　
（
多
度
津
町
町
長
公
室
内
）

☎
33-

１
１
１
５

■
『
国
民
年
金
基
金
』
に
つ
い
て

　
『
国
民
年
金
基
金
』
は
、
国
民

年
金
の
「
上
乗
せ
」
年
金
と
し
て

加
入
で
き
る
年
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人
＝

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
と
、
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
の

任
意
加
入
者
（
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
該
当
者
、
農
業
者
年

金
加
入
者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
）

※
基
金
の
掛
金
の
み
納
付
し
、
国

民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

２
年
経
過
す
る
と
、
基
金
は
納

付
が
な
か
っ
た
こ
と
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
そ
の
期
間
に
つ
い

て
基
金
に
納
付
さ
れ
た
掛
金
は
、

そ
の
ま
ま
還
付
さ
れ
ま
す
。

●
『
国
民
年
金
基
金
』
相
談
会
開
催

▽
日
時
＝
11
月
13
日
㈮

　
　
　
　

10
時
～
16
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０-

６
５-

４
１
９
２

■
11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
は
、

　「
年
金
の
日
」

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を

確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ

ー
ン
の
試
算
も
行
え
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
善
通
寺
年
金
事
務
所
に
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

善
通
寺
年
金
事
務
所

☎
62-

１
６
６
０

お知らせ・募集

10



■
防
犯
ポ
ス
タ
ー
・
交
通
安
全
意

　
識
高
揚
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
展

●
第
７
回
防
犯
ポ
ス
タ
ー

　

丸
亀
・
善
通
寺
・
多
度
津
地
区

防
犯
協
会
が
、
小
中
学
生
を
対
象

に
募
集
し
た
「
第
７
回
防
犯
ポ
ス

タ
ー
」
２
９
８
点
の
う
ち
34
点
が

入
選
し
、
本
町
か
ら
は
次
の
方
々

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

  

特
選 

馬
場　

結
菜（
多
中
１
年
）

  

入
選 

髙
島　

一
花（
多
中
１
年
）

　
　
　

松
原　
　

葵（
多
中
２
年
）

●
交
通
安
全
意
識
高
揚
に
関
す
る

　
ポ
ス
タ
ー

　

香
川
県
交
通
安
全
県
民
会
議
が
、

小
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た「
交

通
安
全
意
識
高
揚
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
」
２
，
２
２
４
点
の
う
ち
99

点
が
入
選
し
、
本
町
か
ら
は
次
の

方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

  

佳
作 

小
野　
　

陽（
多
小
１
年
）

　
　
　

田
中
隆
乃
介（
多
小
１
年
）

　
　
　

前
川　

知
興（
白
小
４
年
）

●
ポ
ス
タ
ー
展

　

本
町
か
ら
の
防
犯
ポ
ス
タ
ー
応

募
作
品
と
、
交
通
安
全
意
識
高
揚

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
佳
作
３
点
を

展
示
し
ま
す
。

▽
日
時
＝

　
　

11
月
21
日
㈯
～
12
月
６
日
㈰

　
　

９
時
～
21
時
（
月
曜
除
く
）

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

（
多
度
津
町
総
務
課
）

■
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
に
献
納
す
る
献
穀

　
候
補
者
の
決
定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
に
、
宮
中
で
行
わ

れ
る
新
嘗
祭
に
献
納
す
る
穀
物

（
米
）
の
献
穀
者
に
つ
い
て
、
９

月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
多
度
津
町

地
域
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会

に
お
い
て
、
次
の
方
を
来
年
３
月

頃
に
宮
内
庁
掌
典
長
に
推
薦
す
る

候
補
者
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

▽
候
補
者
＝
山
﨑　

義
行（
69
歳
）

　
　
　
　
　

／
白
方
地
区

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会

　

事
務
局（
多
度
津
町
産
業
課
内
）

☎
33-

１
１
１
３

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

お
知
ら
せ

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　

足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）。

　

桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
お
渡
し
し
ま
す
。

※
11
月
の
実
施
は
、
15
日
㈰
・
22

日
㈰
で
す
。
他
の
希
望
日
が
あ

れ
ば
、
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

※
予
約
が
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎
56-

１
１
４
４

■
踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
踏
切
事

故
は
10
件
、
う
ち
死
者
２
名
及
び

負
傷
者
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

踏
切
事
故
は
、
鉄
・
軌
道
運
転

事
故
の
半
数
を
占
め
て
お
り
、
踏

切
通
行
者
の
マ
ナ
ー
向
上
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
鑑
み
、
11
月
１
日
㈰
～
10
日
㈫

ま
で
の
10
日
間
、「
行
き
た
い
と

は
や
る
心
に　

し
ゃ
断
機
を
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
様
々
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（

四
国
運
輸
局
鉄
道
部
）

■
自
賠
責
の
期
限
切
れ
に
ご
注
意

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
、
原
動
機

付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動

車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
車

検
制
度
の
な
い
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
は
、
有
効
期
限
切
れ
や
か

け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
）

■
ご
存
じ
で
す
か
？

　『
検
察
審
査
会
』

　

交
通
事
故
・
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
被
疑
者
を
起
訴
（
裁
判
に
か

け
る
こ
と
）
し
て
く
れ
な
か
っ
た

り
、
納
得
で
き
な
か
っ
た
り
と
不

満
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局
（
高
松

地
方
裁
判
所
丸
亀
支
部
内
）

☎
23-

５
２
８
１

■
介
護
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　

介
護
職
員
等
を
募
集
す
る
中
・

西
讃
地
区
の
介
護
施
設
な
ど
約
35

社
が
参
加
す
る
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。
介
護
職
等
で
就
職
を

ご
希
望
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
11
月
９
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▽
場
所
＝
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀

▽
対
象
＝
介
護
福
祉
分
野
で
就
職

を
希
望
し
て
い
る
方
（
新
規

大
学
等
卒
業
予
定
者
も
可
）

▽
参
加
費
＝
無
料

【
問
合
せ
】

　

丸
亀
公
共
職
業
安
定
所

☎
21-

８
６
０
９

■
無
料
税
金
相
談
会

▽
日
時
＝
11
月
16
日
㈪

　
　
　
　

10
時
～
16
時

▽
場
所
＝

　
　
　

四
国
税
理
士
会
丸
亀
支
部

（
丸
亀
商
工
会
議
所
１
階
）

▽
内
容
＝
相
続
・
贈
与
・
遺
産
分

割
・
所
得
税
・
消
費
税
な
ど

の
税
金
に
関
す
る
相
談

▽
参
加
費
＝
無
料
（
先
着
順
）

【
問
合
せ
】

　

四
国
税
理
士
会
丸
亀
支
部

☎
22-

０
０
４
１

お知らせ・募集
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■
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

　

使
用
者
も
　
労
働
者
も

　

香
川
県
の
最
低
賃
金
は
、
10
月

１
日
か
ら
、
時
間
額
７
１
９
円
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
や
パ

ー
ト
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
の

方
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

特
定
の
産
業
（
①
冷
凍
調
理
食
品

製
造
業
②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生

産
用
機
械
器
具
、
業
務
用
機
械
器

具
製
造
業
③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
④
船

舶
製
造
・
修
理
業
，
舶
用
機
関
製

造
業
）
で
働
く
労
働
者
の
方
は
、

特
定
最
低
賃
金
（
産
業
別
最
低
賃

金
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

香
川
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
８
７-

８
１
１-

８
９
１
９

■
ご
存
じ
で
す
か
？

　『
無
期
転
換
ル
ー
ル
』

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
労
働
契
約

法
の
改
正
に
よ
り
、
有
期
労
働
契

約
が
５
年
を
超
え
て
繰
り
返
し
更

新
さ
れ
た
場
合
、
労
働
者
の
申
込

み
に
よ
り
、
無
期
労
働
契
約
に
転

換
す
る
ル
ー
ル
（
無
期
転
換
ル
ー

ル
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

無
期
転
換
ル
ー
ル
の
導
入
が
円

滑
に
進
む
よ
う
、
早
め
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

香
川
労
働
局
監
督
課

　

☎
０
８
７-

８
１
１-

８
９
１
８

■
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
を

　
受
け
た
方
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

労
災
保
険
法
に
お
い
て
は
、
業

務
上
死
亡
さ
れ
た
労
働
者
に
係
る

遺
族
補
償
給
付
等
の
請
求
権
は
５

年
で
時
効
に
よ
り
消
滅
し
ま
す
が
、

「
石
綿
救
済
法
」
に
よ
り
、
石
綿

健
康
被
害
を
原
因
と
し
て
業
務
上

死
亡
さ
れ
た
労
働
者
に
係
る
遺
族

請
求
に
つ
い
て
は
平
成
34
年
３
月

27
日
を
期
限
と
し
て
、
５
年
以
上

経
過
し
て
い
て
も
特
例
に
よ
り
特

別
遺
族
給
付
金
が
請
求
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

香
川
労
働
局
労
災
補
償
課

　

☎
０
８
７-

８
１
１-

８
９
２
１

　

丸
亀
労
働
基
準
監
督
署

☎
22-

６
２
４
４

■
家
族
の
た
め
の

ひ
き
こ
も
り
研
修
会

▽
日
時
＝
12
月
18
日
㈮

　
　
　
　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

▽
場
所
＝
香
川
県
中
讃
保
健
福
祉

事
務
所
３
階

▽
対
象
者
＝

　
　

ひ
き
こ
も
り
の
人
の
家
族
等

▽
参
加
費
＝
無
料

▽
定
員
＝
30
名

▽
申
込
方
法
＝

12
月
15
日
ま
で
に
電
話
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
対
策
第
二
課

☎ 

24-

９
９
６
３

FAX 

24-

８
３
４
１

■
思
春
期
精
神
保
健
研
修
会

　

精
神
科
医
師
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
依
存
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
演
題
＝

　
『
思
春
期
の
ネ
ッ
ト
依
存
・
ス

　

マ
ホ
依
存 

現
状
と
そ
の
対
応
』

▽
講
師
＝
国
立
病
院
機
構
久
里
浜

　
　
　
　

医
療
セ
ン
タ
ー

院
長　

樋
口 

進 

氏

▽
日
時
＝
11
月
26
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▽
場
所
＝

　

香
川
県
薬
剤
師
会
朝
日
町
会
館

　
　
　
　
　
　
　

２
階
会
議
室

（
高
松
市
朝
日
町
１-

１-

11
）

▽
定
員
＝
１
５
０
名
（
要
申
込
）

※
入
場
無
料

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
香
川
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７-

８
０
４-

５
５
６
６

■
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
説
明
会

　
～
集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型

　
　
肝
炎
救
済
手
続
き
～

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
・
広
島
弁

護
団
に
所
属
す
る
弁
護
士
が
、
資

料
に
基
づ
い
て
救
済
手
続
き
の
説

明
を
行
い
、
個
別
相
談
に
応
じ
ま

す
。
他
の
法
律
事
務
所
で
断
ら
れ

た
方
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

参
加
費
は
無
料
で
、
予
約
も
不

要
で
す
。
ま
た
、
当
日
都
合
が
悪

い
場
合
は
、
お
電
話
に
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
11
月
14
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

▽
場
所
＝
多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

１
階
講
座
室

【
問
合
せ
】

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
・
広
島
弁

　

護
団
事
務
局

　

☎
０
８
２-

２
２
３-

６
５
８
９

■
多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
に

　

四
国
財
務
局
に
は
、
借
金
を
抱

え
悩
ん
で
い
る
方
々
の
た
め
の
相

談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
ま
ず

電
話
に
て
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

折
り
返
し
電
話
を
か
け
直
し
ま
す
。

　

ま
た
必
要
に
応
じ
て
、弁
護
士
・

司
法
書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家
へ

の
引
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
受
付
時
間
＝

　
　

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
除
く
）

　
　

９
時
～
12
時
・
13
時
～
17
時

【
連
絡
先
】

　

四
国
財
務
局

多
重
債
務
者
相
談
窓
口

　

☎
０
８
７-

８
３
１-

２
１
５
５

お知らせ・募集
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■
全
国
一
斉
奨
学
金
問
題

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

奨
学
金
の
返
済
困
難
者
へ
適
切

な
救
済
制
度
を
周
知
し
、
法
的
整

理
や
訴
訟
対
応
が
必
要
な
方
に
弁

護
士
が
無
償
で
相
談
を
受
け
、
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
18
日
㈬

　
　
　
　

13
時
～
16
時

▽
相
談
方
法
＝
電
話
に
よ
る
相
談

☎
０
１
２
０-

４
５
９-

７
８
３

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
弁
護
士
会

☎
０
８
７-

８
２
２-

３
６
９
３

■
満
濃
池
森
林
公
園

●
剪
定
教
室
（
常
緑
、
落
葉
樹
）

　
と
剪
定
道
具
手
入
れ
教
室

　

公
園
の
樹
木
を
使
っ
て
、
剪
定

体
験
と
は
さ
み
の
手
入
れ
を
体
験

し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
＝
11
月
29
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
～
12
時

▽
場
所
＝
満
濃
池
森
林
公
園

　
　
　
　
　

森
林
学
習
展
示
館

▽
参
加
費
＝
無
料

▽
定
員
＝
先
着
25
名（
電
話
受
付
）

　

※
11
月
２
日
か
ら
受
付
開
始

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
満
濃
池
森
林
公
園

☎
57-

６
５
２
０

■
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　『
第
９
回
木
の
実
ア
ー
ト
展
』

▽
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
～
23
日
㈷

　
　
　
　

10
時
～
15
時

▽
場
所
＝
坂
出
市
番
の
州
公
園

　
　
　
　
　
　
　

管
理
事
務
所

▽
内
容
＝
ア
ー
ト
作
品
２
０
０
点

以
上
の
展
示
、「
木
の
実
ア
ー

ト
」
作
り
方
教
室
（
日
曜
限
定
、

要
事
前
申
込
み
、
各
回
先
着
10

名
）、
幼
児
向
け
「
木
の
実
で
遊

ぶ
コ
ー
ナ
ー
」
等

※
当
日
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

　

ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

☎
45-

６
８
２
０

《
募
　
　
集
》

■
生
活
排
水
処
理
計
画（
素
案
）

の
意
見
募
集

　

こ
の
計
画
は
、
町
内
の
家
庭
や

工
場
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
の

処
理
に
つ
い
て
、
下
水
道
へ
の
接

続
や
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

な
ど
、
効
率
的
か
つ
適
正
な
方
法

を
選
定
す
る
た
め
の
基
本
方
針
を

示
す
も
の
で
す
。
閲
覧
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
総
務
課
お
よ
び
環

境
課
の
窓
口
に
て
で
き
ま
す
。

　

ご
意
見
を
10
月
19
日
～
11
月
20

日
ま
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に
て
募
集

し
て
い
ま
す
。
環
境
課
窓
口
で
も

提
出
で
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
環
境
課☎

33-

４
４
２
５

■
平
成
28
年
度
『
入
園
幼
児
』・

　『
預
か
り
保
育
』
募
集

　

平
成
28
年
度
入
園
の
幼
児
と
、

保
育
時
間
終
了
後
の
預
か
り
保
育

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
『
入
園
幼
児
』
の
募
集

▽
資
格
＝

３
年
保
育
＝
町
内
在
住
で
、
平

成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
25

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

２
年
保
育
＝
町
内
在
住
で
、
平

成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

１
年
保
育
＝
町
内
在
住
で
、
平

成
22
年
４
月
２
日
～
平
成
23

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

▽
受
付
期
間
＝
11
月
16
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
　

11
月
27
日
㈮

▽
申
込
方
法
＝

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
各
幼

稚
園
に
あ
る
『
入
園
願
書
』・

『
支
給
認
定
申
請
書
』
に
記
入

し
、
各
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
現
在
在
園
し
て

い
る
場
合
は
、

入
園
願
書
の
提

出
は
不
要
で
す
。

★
体
験
入
園
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

幼
稚
園
を
開
放
し
ま
す
の
で
、

　

親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
＝
11
月
16
日
㈪
～
20
日
㈮

◆
区
域
外
就
園
制
度
に
つ
い
て

お
住
ま
い
の
園
区
以
外
の
町
立

幼
稚
園
に
入
園
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
（
た
だ
し
、
保
護
者
の

送
迎
等
の
条
件
あ
り
）。
希
望

さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
『
預
か
り
保
育
』
の
募
集

▽
資
格
＝

各
幼
稚
園
に
在
園
し
平
成
28

年
度
に
年
中
・
年
長
に
な
る

幼
児
で
、
幼
稚
園
の
保
育
終
了

後
、
家
庭
で
保
護
で
き
な
い
理

由（
両
親
が
家
事
以
外
の
就
労
・

就
学
に
従
事
す
る
場
合
、
定
期

的
な
通
院
・
看
護
・
介
護
を
行

っ
て
い
る
場
合
）
が
あ
る
幼
児

▽
受
付
期
間
＝
11
月
16
日
㈪
～

11
月
27
日
㈮　

　

※
利
用
決
定
は
12
月
中
に
周
知

▽
申
込
方
法
＝

各
幼
稚
園
に
あ
る
『
預
か
り
保

育
申
込
書
』
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
各
幼
稚
園
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
定
員
＝
各
幼
稚
園
と
も
20
名

▽
時
間
＝
通
常
保
育
終
了
後
の

　
　

14
時
～
17
時（
月
～
金
曜
日
）

　

※
夏
季
・
冬
季
休
業
中
は
、

９
時
～
17
時

　

※
時
間
延
長
は
で
き
ま
せ
ん

　

※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
休
み

▽
費
用
＝
８
，
５
０
０
円
／
月

　
（
教
材
費
・
お
や
つ
代
・
冷
暖

　

  

房
費
は
別
途
負
担
）

【
問
合
せ
】

入
園
幼
児
・
預
か
り
保
育
の
い

ず
れ
も
、
次
の
と
お
り
で
す
。

多
度
津
幼
稚
園  

☎
32-

２
３
６
７

豊
原
幼
稚
園　

 

☎
32-

５
０
６
１

四
箇
幼
稚
園 　

☎
32-

５
０
６
２

白
方
幼
稚
園 　

☎
32-

４
７
４
５

教
育
委
員
会 　

☎
33-

０
７
０
０

お知らせ・募集
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■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

　
第
７
回
た
ど
つ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

▽
テ
ー
マ
＝

　
『
多
度
津
の
自
然
美
』

▽
応
募
要
領
＝

・
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
載
の

う
え
、
応
募
作
品
（
写
真
）
の

裏
面
に
貼
付
し
、
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
直
接
持
参
さ

れ
る
場
合
は
、
平
日
８
時
30
分

～
17
時
ま
で
で
す
。

・
撮
影
期
間
は
平
成
26
年
12
月
15

日
～
平
成
27
年
12
月
18
日
。

・
応
募
作
品
は
、
一
人
１
点
と
し
、

返
却
は
し
ま
せ
ん
。

・
四
切
・
ワ
イ
ド
四
切
・
Ａ
４
サ

イ
ズ
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
提
出
や
送
付
時
に
は
、

作
品
が
傷
ま
な
い
よ
う
ク
リ
ア

シ
ー
ト
等
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
審
査
・

発
表
時
に
使
用
し
ま
す
。

▽
締
切
日
＝
12
月
18
日
㈮

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
応
募

票
や
応
募
上
の
注
意
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
入
賞
作
品
は
、
役
場
ロ
ビ
ー
等

に
展
示
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

※
発
表
は
１
月
中
旬
頃
を
予
定
。

【
応
募
先
・
問
合
せ
】

　

〒
７
６
４-

８
５
０
１

　
　

多
度
津
町
栄
町
１-

１-

91

　
多
度
津
町
観
光
協
会
（
産
業
課
内
）

☎
33-

１
１
１
３

■
県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
募
集
月
＝
６ 

・
９
・
12
・
３
月

▽
募
集
団
地
＝

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
入
居
資
格
＝

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

②
同
居
親
族
、
ま
た
は
同
居
し

　

よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方

③
収
入
が
所
定
の
基
準
に
該
当

　

し
て
い
る
方

④
県
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
建
築
設
計
協
同
組
合

（
県
庁
住
宅
課
分
室
）

　

☎
０
８
７-

８
３
２-

３
５
８
７

11 月のゴミ収集日
【問合せ】環境課　☎ 33 ｰ 4425
資　源 不　燃 粗　大 可燃

1 区～ 4 区・寿町・
桜川団地

（12 月2日）

 6 日
19 日

（12 月4日）

  5 日
（12 月1日）

火
・
金

5 区～7 区
  5 日
20 日

  9 日
（12 月3日）県営多度津団地

8 区
25 日

9 区
  9 日
24 日 10 日

月
・
木

10 区～12 区・
日の出町

4 日
堀江・学園台・北鴨・
幸町・若葉町 10 日

26 日 12 日
袖

11日道福寺・桜川東・南鴨・
葛原

12 日
27 日 17 日

庄・三井・青木（本村・
金道・青木団地）

18 日
13 日
30 日 19 日 火

・
金青木（北山）・山階 16 日

（12 月1日） 24 日

西白方・奥白方・
見立・東白方（本村）

25 日

  2 日
17 日

（12 月3日）
26 日 月

・
木東白方（原戸・城ヶ下）・

西港町
  5 日
20 日

  9 日
（12 月3日）

高　見 13 日・27 日
佐　柳 6 日・13 日・20 日・27 日

お知らせ・募集
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　１１９番は火災・救急・救助等、住民の皆さんの
生命や財産を守るためのものです。
　ご自宅の固定電話や携帯電話から１１９番通報す
ると、丸亀市にある中讃消防指令センターへつなが
り、「多度津町で火災（救急）です。」と伝えると、
多度津町消防署に出動指令が流れる仕組みとなって

　「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」を全国統
一防火標語として、１１月９日（月）～１５日（日）
までの７日間、秋の全国火災予防運動が実施され
ます。
　これから冬にかけて空気が乾燥し、火災が発生
しやすい気象状況になります。この運動は、火災
が発生しやすい気候となる時季を迎えるに当たり、
火災予防思想の一層の普及を図り、火災の発生を

います。
　１１９番は緊急通報専用なので、火災や救急等の
問合せやいたずらで使用すると火災や救急の通報が
できなくなります。緊急を要しない場合は多度津町
消防署の加入電話（☎３３－０１１９）へ連絡して
ください。

予防し、高齢者を中心とする死者の発生を軽減さ
せ、貴重な財産の損失を防ぐことを目的として実
施するものです。
　暖房器具等の火気を使用する機会も多くなってき
ますので、家族一人ひとりの「慣れ」や「油断」か
ら、火災を起こさないよう防火の重要性を十分に自
覚し、以下のポイントを参考にして普段の生活の中
で火災予防を実践していくことが大切です。

１１月９日は「１１９番の日」

平成２７年 秋の全国火災予防運動

★通報要領★
・現場の住所、世帯主名を確実に伝える。
・付近にある目標となる建物（自治会場、学校、工場、商店等）を伝える。
・火災の場合は、何が燃えているか、逃げ遅れた人はいるか等を伝える。
・救急であれば患者の状態（意識、呼吸の有無、ケガの程度など）を伝える。
・最後に、通報者の氏名・通報している電話の番号を伝える。

質問には慌てず
に落ち着いて答
えてください。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

住宅用火災警報器でよくある質問

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

〇寝たばこは、絶対にしない。
〇ストーブを使用するときは、燃えやす

いものから離す。
〇ガスコンロなどのそばを離れるとき

は、必ず火を消す。 

〇逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
〇寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
〇火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
〇お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所

で協力する。

火事ではないのに
誤って鳴ったら？

定期点検はどう
やって行うの？

電池寿命は？

ボタンを押すか、
ヒモを引くと止ま
ります。

ボタンを押すか、ヒモを引
くと簡単に作動点検できま
す。月に１回は行い、半年
に１回は掃除機等で掃除し
ましょう。

機種によって異なりますの
で、説明書を確認してくだ
さい。多くは１０年ですが、
５年未満で寿命を迎えるこ
ともあります。

お知らせ・募集
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　下の図は「介護が必要となった主な原因別要介護（支援）者比率」を表していま
す。要介護１～３の人は要介護者の半数以上を占めており、それらの人が介護を必
要とするようになった主な原因は、認知症です。認知症を予防するためには、生き
がいを持ち、メリハリのある生活を送ることが大切です。なるべく身体や頭を使い、
積極的な社会参加やバランスのとれた食事を心がけましょう。

“
う
ど
ん
”の
よ
う
に
な
が
～
く

た
っ
し
ゃ
に
健
康
長
寿

【
問
合
せ
】
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　
☎
０
８
７-

８
１
１-

１
８
６
６

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

その他
パーキンソン病
心疾患（心臓病）

認知症

関節疾患
高齢による衰弱

骨折・転倒

脳血管疾患
（脳卒中）

充実した毎日を
過ごしましょう

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部人口動態・保健社会統計課「平成２５年国民生活基礎
　　　調査」をもとに、香川県後期高齢者医療広域連合が作成

こんなとき、どうしたらいいの？

【問合せ】
多度津町上下水道課
☎３３ - １３００

★納付書の納入期限が過ぎても、延滞料は発生しません。

水道料金Q&A
町民のみなさまからお問合せが
多い質問にお答えします！

水道料金の支払方法は？

上下水道料金の仕組みが知りたい！過去の納付書を紛失しました。
再発行できますか？

　多度津町では、便利な口座振替払いをお勧めしています。
　口座振替の申込用紙は、上下水道課、町役場出納室、町内
各金融機関の支店に準備していますので、通帳と通帳印を持
参の上、手続きをお願いします。申込用紙を郵送希望の方は、
上下水道課までご連絡ください。
　また、納付書による支払いを希望される方は、町内各金融
機関の支店、町役場出納室、上下水道課の窓口でお支払いた
だけます。ただし、郵便局の窓口ではお支払いいただけません。
納付書に金融機関名を記載していますのでご確認ください。
なお、コンビニ、クレジットカードによる支払いはできません。

　基本料金と超過料金に分かれます（下記参照）。詳しく知り
たい方は、上下水道課までお問合せいただくか、町ホームペー
ジをご覧ください。

　できます。上下水道課まで
ご連絡ください。また、口座
振替をご利用の方は、電話で
各月１５日または月末の引き
落としと未納分も合わせて引
き落としが可能です。

Q1

Q3Q2

A

AA

口座振替払いと納付書払いの２種類です。

上水道 下水道
５㎥まで ７９９ １，０８０１０㎥まで １，５９８

１１㎥以上 １㎥ごとに超過料金

（単位 : 円）

便利な口座振替払いを
お勧めします！

お知らせ・募集
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口座振替は納期限日に指定
口座から税金が引落とされ、
納め忘れがなく便利な制度
です。

期間中にお申込み頂いた方
の中から、抽選で１００名
に商品券が当たりますので、
この機会にぜひお申込みく
ださい。（４月１日以降に申
込まれた方は対象となって
います。）

★当選賞品
たどつ共通商品券１，０００円分（当選は１２月中
の賞品の発送をもってかえさせて頂きます。）

★対象税目
固定資産税・都市計画税、町県民税、軽自動車税、
国民健康保険税のうち該当する税目（いずれかで
も可）

★申込方法
①町税務課窓口（平日８：３０～１７：１５）

口座番号が分かるものと通帳印を持参してくだ
さい。

②郵送
税務課管理係までご連絡ください。郵送用口座
振替依頼書を送付します。

町税の口座振替加入推進キャンペーン実施中！

◆ 11 月は『児童虐待防止推進月間』～みんなで見守る、身近な子育て～◆

保健センター
福 祉 保 健 課
教 育 委 員 会

県西部子ども相談センター
県子ども女性相談センター
お住まいの地区の民生委員、主任児童委員

☎ 32-8500
☎ 33-4488
☎ 33-0700

☎ 24-3173
☎ 087-862-8861

◆ たどつまち歩き「たどつＡＬＷＡＹＳ」 ◆ 主催　たどつまち歩きの会 

【日　時】１１月２１日（土）
【集　合】ＪＲ多度津駅前／１０：３０
【料　金】７００円（お遍路装束レンタル利用者＋８００円・先着１０名）
　　　　  （昼食・集合写真込み）

【定　員】２０名　  【所　要】約４時間３０分／約３ｋｍ
【申込み】多度津町観光協会　☎０８７７- ３３- １１１３

多度津の火祭りとミニ遍路体験
～大護摩で願掛け・火渡りでわくわく体験～

通帳印等相違の場合は対象外
になります。事前にご確認を！

キャンペーン期間
平成 27 年

　４月１日～　
１１月３０日
（郵送の場合は必着）

【問合せ】
多度津町税務課管理係
☎３３－１１１８

「ミニ遍路まち歩き」や「手打ちうどん」を体験した後、７７番札所道隆寺で「火祭り修行」に参加してみませんか。

☆コース概要や準備物など、詳しい内容については、お問い合わせください☆

お知らせ・募集
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■保健センター行事予定 ■無料相談

■休館日

■休日当番医

相談名 日　　　時 場所・連絡先

高齢者相談
（弁護士対応）

11 月 19日（木）	
　10:30-12:00	
電話予約をお願いします。

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

人権相談 11 月 17日（火）	
　10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

行政相談 11 月 17日（火）	
　10:00-15:00	

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 11 月 20日（金）	
　13:30-15:00	

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

障がい者
生活相談

11 月 26日（木）	
　13:30-16:30	

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

こころの
相談日

11月 19日（木）	
午後1時 30分～午後4時

福祉保健課（相談室）
☎33-4488／福祉保健課

職業相談会
（ハローワーク丸亀）

11月 16日（月）	
　13:30-15:30	

福祉センター
☎33-1113／産業課

11 月  １ 日 氏 家 内 科 医 院（京　町）☎ 32-2635

11 月  ３ 日 し お か ぜ 病 院（堀江４）☎ 33-2545

11 月  ８ 日 河 内 病 院（青　木）☎ 33-3113

11 月 15 日 ウ ツ ミ 整 形 外 科（道福寺）☎ 33-1510

11 月 22 日 中 野 小 児 科（道福寺）☎ 32-4532

11 月 23 日 善 紀 ク リ ニ ッ ク（西　浜）☎ 32-7171

11 月 29 日 く る み ク リ ニ ッ ク（北鴨２）☎ 58-5050

柔道整復　11 月 8 日　藤  木  接  骨  院（ 大通り）　☎ 32-2663
※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

老人健康施設 １日、３日、７日、８日、14日、15日、	
21日、22日、23日、28日、29日	

明徳会図書館 ２日、３日、９日、16日、23日、24日、29日、	
30日、12月７日	

町民会館 ４日、10日、17日、24日、
12月１日

温水プール ４日、10日、17日、24日、
12月１日

スポーツセンター ２日、９日、16日、24日、30日、	
12月７日	

町立資料館 ２日、４日、９日、16日、24日、30日、	
12月７日	

※『林求馬邸』の開館日は、11月 1日（日）、12月 6日（日）です。

日曜日 行　　　事 時　間 場所

２日㈪ すくすく相談
すくすく相談（要予約）

10:00-12:00
13:30-16:30

別館
別館

３日㈫「いいお産の日」高松会場イベント 9:45（先着順） 高松

４日㈬	 白方福祉保健推進員会
　「清掃ボランティア」
のびのび広場

9:00-12:00

9:30-12:00

白公

別館

６日㈮ 健康づくり　たんぽぽ教室
生活習慣病予防相談

10:00-11:30
13:30-15:00

白公
白公

７日㈯ 子育て支援講演会 10:00-11:30 健セ

８日㈰ 健康相談（白方地区文化祭）
「いいお産の日」丸亀会場イベント

9:00-12:00
9:30-14:30

白公
丸亀

9日㈪ 育児相談 10:00-11:00 豊原保

10日㈫ ２歳６か月児健康相談
多度津福祉保健推進員会
　研修会「防災について」

9:00-10:00
13:30-15:00

健セ
福セ

11日㈬ 乳幼児相談
のびのび広場

9:00-10:00
9:30-12:00

別館
別館

12日㈭ ３歳児健診 13:30-14:30 健セ

13日㈮ 生活習慣病予防相談 13:30-15:00 豊婦

15日㈰ 健康相談（豊原地区文化祭）
健康相談（四箇地区文化祭）

9:00-15:00
9:00-15:00

豊小
四小

16日㈪ 健康づくりセミナー⑤ 13:30-15:30 健セ

17日㈫ 乳児健診 13:30-14:30 健セ

18日㈬ 親子ふれあい広場
　「簡単クッキング」

10:00-12:00 健セ

19日㈭ ことばの相談（要予約）
多度津母子愛育班「小物づくり」

9:00-11:00
10:00-12:00

健セ
福セ

20日㈮ 健康づくり　さくら教室
生活習慣病予防相談

10:00-11:30
13:30-15:00

福セ
福セ

24日㈫ マタニティ教室
　「マタニティヨーガ・栄養の話」
健康づくり　すまいる教室

9:30-12:00

10:00-11:30

別館

豊婦

25日㈬ こども相談（要予約）
乳幼児相談
のびのび広場

9:00-16:00
9:00-10:00
9:30-12:00

健セ
別館
別館

26日㈭ 四箇母子愛育班　「料理教室」 9:30-12:00 四公

27日㈮ 健康づくり　四つ葉教室
生活習慣病予防相談

10:00-11:30
13:30-15:00

四公
四公

28日㈯ 乳がん検診（マンモグラフィ検査）※
乳がん検診（視触診検診）※
子宮頸がん検診※
大腸がん検診※

8:45-10:30
8:45-10:30
8:45-10:30
9:30-11:00

健セ
健セ
健セ
健セ

30日㈪ 大腸がん検診※ 9:30-11:00 健セ

※いずれも未受診者検診

２歳６か月児健康相談（平成25年４～５月生まれ）、乳幼児相談（平
成27年１月生まれ）、３歳児健診（平成24年４月生まれ）、乳児健診（平
成27年６～７月生まれ）

別館＝別館ピーチ／高松＝高松テルサ／白公＝白方地区公民館／健セ
＝保健センター／丸亀＝丸亀市保健福祉センター／福セ＝福祉セン
ター／豊婦＝豊原農村婦人の家／豊小＝豊原小学校／四小＝四箇小学
校／四公＝四箇地区公民館

■納税・納付
納期限 対象税目 期　別

11 月 30 日㈪ 国民健康保険税・介護保険料	
後期高齢者医療保険料

４期
５期

◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■乳がん検診
無料クーポン検診は、１２月末（診療時間内）までです。まだ受診されていない方は、この機会にぜひ受診しましょう。
受診希望の方は、希望の実施機関にご連絡ください。なお、対象者には、無料クーポン券を５月に送付しています。

■無料クーポン券の有効期限が迫っています！『子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診』

　ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）とは、睡眠中に赤ちゃんが前
ぶれもなく突然死亡してしまう病気です。
　生後４か月～６か月の間に最も多く発生しており、日本では
年間約１５０人の赤ちゃんがこの病気で亡くなっています。原
因は不明ですが、次のことに注意することで病気の発生が減少
することが分かっています。
　赤ちゃんのすこやかな成長のために、ご家族みなさんで気を
つけましょう。

【日時】１１月８日 (日 ) １０時～１５時
　　　　（９時３０分～１４時３０分受付）
【場所】丸亀市保健福祉センター
　　　  （ひまわりセンター）
【内容】　
★助産師 三浦香理氏・大阪教育大学准教授 
小崎恭弘氏による講演『パパ・ママ必見 !!
楽しむ子育てのコツ♡』
★マタニティヨーガ★沐浴体験★妊婦ジャ
ケット体験★育児・歯科・母乳相談★ベビ
ーの体重測定★骨盤ケア★ベビーマッサー
ジ（２００円とバスタオルが必要）★防災
グッズ展　等
※参加費無料、申込み不要

　インフルエンザは１～２月頃に流行のピー
クがあり、ワクチン接種による効果が現れる
までに２週間程度かかります。早めに予防接
種をうけましょう！
　また、手洗い、うがい、マスクの着用など
予防対策を心がけましょう。

●うつぶせ寝を避ける
　　窒息のおそれがあります。
　　また、できるだけ赤ちゃんを
　一人にしないようにしましょう。
●タバコの煙を吸わせない
　タバコの煙は、妊娠している方にとって流産や早産を引き
起こす原因のひとつであり、赤ちゃんにとってはＳＩＤＳを
おこすおそれがあります。妊婦さんや赤ちゃんの近くでの喫
煙は控えましょう。
●できるだけ母乳で育てる
　母乳で育てられた赤ちゃんは、ミルクで育てられた赤ちゃ
んに比べ、 ＳＩＤＳの発症率が低いとされています。
　ミルクがＳＩＤＳを引き起こすわけではありませんが、赤
ちゃんが喜んで飲み、体重が順調に増えているなら、できる
だけ母乳を与えましょう。

検診名

１１月２８日（土）
　８時４５分～１０時３０分

１１月２８日（土）・１１月３０日（月）
　９時３０分～１１時

子宮頸がん検診

乳がん検診

大腸がん検診

麻田総合病院　　☎24-8300

集団検診（保健センター） 施設検診

多度津三宅病院　☎32-2447
麻田総合病院　　☎24-8300

乳幼児突然死症候群を予防しましょう 第１９回 『いいお産の日』

インフルエンザの感染防止を！

１１月は『ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）対策強化月間』 ～いいお産・みんなで子育て～
あなたのそばに助産師がいます

　安心して赤ちゃんを迎えられるようマタニ
ティ教室に参加しましょう。
◆１１月２４日（火） ９：３０～１２：００
『お産の話とマタニティヨーガ・ママと赤
ちゃんのための栄養教室（試食あり）』
◆１２月１３日（日） ９：３０～１１：３０
　『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』

マタニティ教室のご案内

　妊娠中に気になることや「赤ちゃんの体重
が気になる」「卒乳をどうしたらいいのかな」
など、お子さまやお母さん自身のことなど、
何でもお気軽にご相談ください。
◆１１月２日（月）・１２月７日（月）
　１０：００～１２：００（自由参加）
　１３：３０～１６：３０（予約制）

助産師さんによるすくすく相談

◇健康づくりセミナー  ～健康生活を支援する教室～◇ 
参加希望者は、事前に保健センターへお申込みください。

【日 時】 １１月１６日（月） ／ １３時３０分～１５時３０分
【内 容】 医師の講演会「血圧の基本～日常生活で注意すること～」
　　　  加藤病院 院長　加藤 哲士 先生

11 月の 予定
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◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■乳がん検診
無料クーポン検診は、１２月末（診療時間内）までです。まだ受診されていない方は、この機会にぜひ受診しましょう。
受診希望の方は、希望の実施機関にご連絡ください。なお、対象者には、無料クーポン券を５月に送付しています。

■無料クーポン券の有効期限が迫っています！『子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診』

　ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）とは、睡眠中に赤ちゃんが前
ぶれもなく突然死亡してしまう病気です。
　生後４か月～６か月の間に最も多く発生しており、日本では
年間約１５０人の赤ちゃんがこの病気で亡くなっています。原
因は不明ですが、次のことに注意することで病気の発生が減少
することが分かっています。
　赤ちゃんのすこやかな成長のために、ご家族みなさんで気を
つけましょう。

【日時】１１月８日 (日 ) １０時～１５時
　　　　（９時３０分～１４時３０分受付）
【場所】丸亀市保健福祉センター
　　　  （ひまわりセンター）
【内容】　
★助産師 三浦香理氏・大阪教育大学准教授 
小崎恭弘氏による講演『パパ・ママ必見 !!
楽しむ子育てのコツ♡』
★マタニティヨーガ★沐浴体験★妊婦ジャ
ケット体験★育児・歯科・母乳相談★ベビ
ーの体重測定★骨盤ケア★ベビーマッサー
ジ（２００円とバスタオルが必要）★防災
グッズ展　等
※参加費無料、申込み不要

　インフルエンザは１～２月頃に流行のピー
クがあり、ワクチン接種による効果が現れる
までに２週間程度かかります。早めに予防接
種をうけましょう！
　また、手洗い、うがい、マスクの着用など
予防対策を心がけましょう。

●うつぶせ寝を避ける
　　窒息のおそれがあります。
　　また、できるだけ赤ちゃんを
　一人にしないようにしましょう。
●タバコの煙を吸わせない
　タバコの煙は、妊娠している方にとって流産や早産を引き
起こす原因のひとつであり、赤ちゃんにとってはＳＩＤＳを
おこすおそれがあります。妊婦さんや赤ちゃんの近くでの喫
煙は控えましょう。
●できるだけ母乳で育てる
　母乳で育てられた赤ちゃんは、ミルクで育てられた赤ちゃ
んに比べ、 ＳＩＤＳの発症率が低いとされています。
　ミルクがＳＩＤＳを引き起こすわけではありませんが、赤
ちゃんが喜んで飲み、体重が順調に増えているなら、できる
だけ母乳を与えましょう。

検診名

１１月２８日（土）
　８時４５分～１０時３０分

１１月２８日（土）・１１月３０日（月）
　９時３０分～１１時

子宮頸がん検診

乳がん検診

大腸がん検診

麻田総合病院　　☎24-8300

集団検診（保健センター） 施設検診

多度津三宅病院　☎32-2447
麻田総合病院　　☎24-8300

乳幼児突然死症候群を予防しましょう 第１９回 『いいお産の日』

インフルエンザの感染防止を！

１１月は『ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）対策強化月間』 ～いいお産・みんなで子育て～
あなたのそばに助産師がいます

　安心して赤ちゃんを迎えられるようマタニ
ティ教室に参加しましょう。
◆１１月２４日（火） ９：３０～１２：００
『お産の話とマタニティヨーガ・ママと赤
ちゃんのための栄養教室（試食あり）』
◆１２月１３日（日） ９：３０～１１：３０
　『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』

マタニティ教室のご案内

　妊娠中に気になることや「赤ちゃんの体重
が気になる」「卒乳をどうしたらいいのかな」
など、お子さまやお母さん自身のことなど、
何でもお気軽にご相談ください。
◆１１月２日（月）・１２月７日（月）
　１０：００～１２：００（自由参加）
　１３：３０～１６：３０（予約制）

助産師さんによるすくすく相談
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発行・編集／多度津町町長公室  〒764-8501 香川県仲多度郡多度津町栄町１丁目1-91  ☎0877-33-1115   印刷・製本／株式会社 三豊印刷

● ●町の人口について広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
 広報に掲載する広告を募集しています。
 【問合せ】多度津町 町長公室   ☎33-1115

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

■新着図書のご案内
●『 』すみっコぐらしのハンドメイドＢＯＯＫ
作品デザイン／寺西 恵里子　発行／主婦と生活社

■『私のお奨め』 ～リレー寄稿 第31回～

■11月の行事
★おはなし会『ひまわり』
　１１月１４日（土）
　　１４時～１４時３０分
★おはなし会
　『ライブラリーこぐま』
　１１月１８日（水）
　　１４時３０分～１５時

　人気沸騰中の『すみっコぐらし』のキャラクター
たちを自分の手で作れる、初のハンドメイド本です！

●『 』和のかごとざる
著／高宮 紀子　発行／誠文堂新光社

　古くから編まれている技法を用いた作品を作って
みませんか。はじめてつくる人でもトライしやすいよ
う、作りのコツをわかりやすく紹介。

』すみっコぐらし　ここが おちつくんです『 著／よこみぞ ゆり　発行／主婦と生活社

奥岡　拓未（栄町）

絵本の読み聞かせ、紙しばい、

手あそびなどをします♪

　私がこの本を手に取るきっかけとなったのは、ある日、ゲームセンターで捕った一つのぬいぐるみでした。最初は、何とな
く可愛いなと思っている程度だったのですが、毎日、目にしているうちに、どんどん魅了されていきました。そして、そのぬい
ぐるみのキャラクターが出てくる本、この『すみっコぐらし』を手に取ったのです。
　この作品には、多くのキャラクターが登場しますが、メインとなるのは、四匹「しろくま」・「ぺんぎん？」・「ねこ」・「とんか
つ」です。名前を聞いただけで、思わずクスッと笑ってしまいそうです。この四匹の日常生活の様子が、四コマ漫画のような
感じで描かれています。
　それぞれの話にきちんとオチがあり、また、すみっコ達がとても可愛く描かれていて、思わずペー
ジをどんどんめくってしまいます。私が実際に読んだ時も、母からの呼び掛けを無視してしまうほど
夢中になってしまいました。さらに、すみっコ一匹一匹に、しっかりとした設定が用意されています。
趣味や好物だけでなく、生い立ちまで。本を読んでいくと、様々な場面でそれらが表現されており、ま
た、それがすみっコ達の可愛さを更に引き出しています。
　とにかく、すみっコ達の一挙一動が愛らしく、見ていると非常に癒されます。疲れがとれないあな
た、悩みを抱えているあなた。この本を手に取ってみてはいかがでしょうか。きっと、すみっコ達が、あ
なたに安らぎの時間を与えてくれることでしょう。

町の人口については、現在『国勢調査２０１５』の集計
作業を行っていますので、集計結果が発表され次第、
掲載を再開します。

20


